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大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所
研
究
員
︒
住
宅
建
築
専
門
誌 ﹃
新
住
宅
﹄
編
集

員
等
を
経
て
︑ 

1
9
9
2
年
か
ら
大
阪
ガ
ス
㈱
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
︵
C
E
L
︶
研
究
員
︒

﹃
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
﹄
の
発
行
を
は
じ
め
︑

生
活
・
文
化
の
視
点
か
ら
︑
都
市
居
住
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
等

に
取
り
組
む
︒
共
著
に
﹃
大
阪
新
・
長
屋
暮
ら
し

の
す
す
め
﹄︑﹃
地
域
を
活
か
す
つ
な
が
り
の
デ
ザ

イ
ン
︱
︱
大
阪
・
上
町
台
地
の
現
場
か
ら
﹄︵
と

も
に
創
元
社
︶
な
ど
︒

注＊
1
『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
は
、
大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。https

：// 
w

w
w

.og

－cel.jp/project/ucoro/
event2_kon.htm

l

＊
2 

1
9
1
8
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る

米
の
価
格
急
騰
が
引
き
起
こ
し
た
社
会
不

安
が
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
り
、
都
市
部

で
は
暴
動
に
発
展
し
た
。

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、

文
化
の
担
い
手
た
る
自
負
に
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。（
図
3
）

近
代
の
大
阪
に
生
ま
れ
た
、
特

筆
す
べ
き
二
つ
の
雑
誌
が
大
き
な

災
禍
に
直
面
し
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
か
に
注
目
し
た
が
、

当
然
な
が
ら
災
禍
と
歴
史
実
践
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
上
町
台

地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
V
o
l.

14

の
1
面
で
は
、
古
代
以
来
記
録
に

残
っ
て
い
る
主
な
災
害
を
年
表
で

列
記
す
る
と
と
も
に
、
先
述
の
2

誌
の
ト
ピ
ッ
ク
の
ほ
か
、
近
世
・

近
代
に
瓦
版
や
写
真
が
伝
え
た
、

津
波
や
風
水
害
の
脅
威
、
被
災
し

た
寺
社
の
再
建
、
犠
牲
者
を
悼
み

教
訓
を
刻
む
数
々
の
慰
霊
碑
の
存

在
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
。

ま
た
、
同
紙
の
2
面
で
は
、
現
在

に
目
を
向
け
、
減
災
文
化
を
耕
す
、

地
域
に
根
ざ
し
た
〝
共
〟
の
場
づ

く
り
の
実
践
を
取
材
し
紹
介
し
て

い
る
。

郷
土
研
究
誌
『
上
方
』
大
風
水

害
号
（
1
9
3
4
年
10
月
号
）
の
表

紙
で
、
崩
れ
落
ち
た
姿
が
描
か
れ

た
四
天
王
寺
の
五
重
塔
は
、
多
く

〝
共
〟の
精
神
の
系
譜
―
災
禍
か
ら

社
会
福
祉
事
業
の
先
進
地
へ
―

の
人
々
の
寄
進
で
1
9
4
0
年
に

再
建
さ
れ
た
も
の
の
、
1
9
4
5

年
の
空
襲
で
焼
失
。
戦
後
再
び
大

規
模
な
寄
進
に
よ
っ
て
1
9
5
9

年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
再
建
さ

れ
て
い
る
。
創
建
以
来
、
火
災
や

地
震
や
風
水
害
や
戦
争
に
よ
る
受

難
は
絶
え
ず
、
現
在
の
塔
は
実
に

8
代
目
に
当
た
る
と
い
う
。

古
代
以
来
の
歴
史
を
持
つ
都

市
・
大
阪
は
、
災
禍
の
集
積
地
で

も
あ
る
。
自
然
災
害
だ
け
で
は
な

い
。
人
口
が
密
集
す
る
都
市
で
は
、

感
染
症
も
猛
威
を
振
る
う
。
人
口

が
急
増
す
れ
ば
、
社
会
の
ひ
ず
み

も
膨
ら
み
、
困
窮
者
を
は
じ
め
社

会
的
弱
者
の
問
題
も
深
刻
化
す

る
。
戦
争
の
標
的
に
も
な
り
や
す

い
。
同
時
に
、
災
禍
を
乗
り
越
え

る
た
め
の〝
共
〟
の
精
神
や
知
が

蓄
積
さ
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』

V
o
l.

15
（
図
4
）
で
は
、
そ
の
源

流
を
さ
か
の
ぼ
る
と
と
も
に
、
激

動
の
近
代
を
支
え
た
社
会
事
業
の

大
き
な
流
れ
を
俯
瞰
し
た
。

か
つ
て
聖
徳
太
子
が
上
町
台
地

に
四
天
王
寺
を
開
き
、
窮
民
を

救
っ
た
と
さ
れ
る
悲
田
院
が
、
日

本
の
社
会
福
祉
の
始
ま
り
と
い
わ

れ
る
。
時
代
は
下
り
、
町
人
の
都

市
と
し
て
栄
え
た
近
世
の
大
坂
で

は
、
社
会
基
盤
の
多
く
が
町
人
た

ち
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
町
人
自

ら
詳
細
な
町
定
を
つ
く
り
町
の
運

営
に
当
た
り
、
捨
て
子
の
対
応
ま

で
責
任
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
風
土
が
、
近
代
の
急
激

な
都
市
化
が
も
た
ら
し
た
、
貧
困

や
労
働
問
題
、
衛
生
や
健
康
問
題
、

教
育
問
題
な
ど
、
噴
出
し
た
都
市

問
題
を
受
け
止
め
る
土
壌
と
も

な
っ
た
。
い
わ
ば
、
近
代
に
お
け

る
社
会
福
祉
事
業
の
苗
床
・
実
験

場
と
し
て
、
数
々
の
先
駆
的
取
り

組
み
を
生
ん
で
い
っ
た
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』

V
o
l.

15
の
1
面
で
は
、
地
域

を
越
え
た
視
野
で
1
9
1
8
年
の

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
猛
威
や
、
同
年

に
全
国
に
広
が
っ
た
「
米
騒
動
」

［
＊
2
］
の
衝
撃
か
ら
、
大
阪
で
は

困
窮
者
の
生
活
事
情
に
柔
軟
に
対

応
す
る
た
め
、
調
査
に
基
づ
く
新

し
い
福
祉
の
形
を
模
索
し
て
、
官

民
が
連
携
し
た
社
会
事
業
の
大
転

換
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
注

目
。
例
と
し
て
、
同
年
（
1
9
1
8

年
）、
大
阪
府
が
創
設
し
た
方
面

委
員
（
の
ち
の
民
生
委
員
）
制
度
や
、

翌
年
（
1
9
1
9
年
）
全
国
初
と

な
っ
た
大
阪
市
立
児
童
相
談
所
と

託
児
所
の
開
設
。
こ
の
年
、
実
業

家
・
大
原
孫
三
郎
が
、
社
会
問
題

の
本
質
的
な
解
決
を
目
指
す
科
学

的
研
究
機
関
と
し
て
、
大
原
社
会

問
題
研
究
所
を
上
町
台
地
に
開
設

し
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
1
9
2
1

年
、
大
阪
市
に
よ
る
日
本
初
の
公

設
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
隣
保
館
）
と

し
て
、
地
域
の
社
会
教
育
や
診
療
、

乳
幼
児
・
児
童
の
保
護
、
就
労
支

援
や
生
活
相
談
な
ど
、
社
会
事
業

の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
北
市
民
館

が
、
台
地
の
北
方
、
天
神
橋
筋
六

丁
目
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

挙
げ
た
。
同
紙
の
2
面
で
は
、
こ

れ
ら
の
D
N
A
を
受
け
継
ぐ
拠

点
の
集
積
や
次
世
代
を
育
む
実
践

を
紹
介
し
て
い
る
。

筆
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
さ

さ
や
か
な
歴
史
実
践
の
一
つ
で
あ

る
『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』

を
題
材
と
し
て
、
今
回
は
災
害
と

福
祉
を
切
り
口
に
、
注
目
す
べ
き

観
点
を
紹
介
し
た
。
過
去
と
現
在

の
間
の
対
話
は
、
決
し
て
歴
史
に

絶
対
的
な
意
味
づ
け
を
す
る
た
め

の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
不
断

に
見
つ
め
直
し
問
い
直
し
、
未
来

お
わ
り
に
―〝
共
〟の
知
を
継
承

し
て
い
く
た
め
に
―

を
切
り
拓
い
て
い
く
動
的
な
プ
ロ

セ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
代
に
花
開
い
た
文
芸
や
言
論

は
、
や
が
て
戦
時
体
制
に
入
っ
て

規
制
や
弾
圧
の
対
象
と
な
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
利
用
さ
れ
、
相
互

扶
助
の
仕
組
み
が
戦
時
体
制
の
相

互
監
視
や
総
動
員
の
基
盤
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
負
の
側
面
が
あ
る
こ

と
も
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
長

い
時
間
軸
で〝
知
〟を
捉
え
、
終
わ

り
な
き
対
話
を
続
け
る
、
歴
史
実

践
の
重
要
性
が
そ
こ
に
あ
る
。
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